
 
 
 
 
 

 
 

 
  



 



工業用水道水質試験成績 

１．浄水場 

（１）大庭浄水場

１）原水水質概況

○アンモニア態窒素の年平均値は 0.08 mg/L で、平成 30 年度（0.06 mg/L）よりやや増

加した。

○塩素イオンの年平均値は 14.1 mg/L で、平成 30 年度（12.9 mg/L）よりやや増加した。

○硬度の年平均値は 40.2 mg/L で、平成 30 年度（39.6 mg/L）よりやや増加した。

○マンガンの年平均値は 0.033 mg/L で、平成 30 年度（0.036 mg/L）よりやや減少した。

２）供給水水質概況

○供給水の水質は、大阪広域水道企業団工業用水道事業給水条例第 19 条（濁度 30 度以

下、水素イオン濃度(pH 値)6.0 以上、8.3 以下）に適合していた。また、濁度、アルカ

リ度、硬度、蒸発残留物、塩素イオン及びマンガンについては（一社）日本工業用水協

会が定めた工業用水道供給標準値＊に適合していたが、水素イオン濃度（pH 値）につい

ては標準値よりも低い値を示すことがあった。 

＊参考資料 「水質基準等及び試験方法一覧（p15-11）」参照 

○濁度の年平均値は 0.2 度で、平成 30 年度（0.2 度）と同値であった。

○水素イオン濃度（pH 値）の年平均値は 6.9 で、平成 30 年度（6.8）よりわずかに増加

した。

○塩素イオンの年平均値は 13.8 mg/L で、平成 30 年度（13.7 mg/L）と同程度であった。

○硬度の年平均値は 40.2 mg/L で、平成 30 年度（40.8 mg/L）よりやや減少した。

○鉄イオンの年平均値は平成 30 年度と同様 0.01 mg/L 未満であった。

○マンガンの年平均値は 0.031 mg/L で、平成 30 年度（0.029 mg/L）よりやや増加した。
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（２）三島浄水場

１）原水水質概況

原水は上水道と同一地点から取水していることから、上水道の三島浄水場の原水水質

概況を参照のこと。 

２）供給水水質概況

○供給水の水質は、大阪広域水道企業団工業用水道事業給水条例第 19 条（濁度 30 度以

下、水素イオン濃度(pH 値)6.0 以上、8.3 以下）に適合していた。また、濁度、水素

イオン濃度（pH 値）、アルカリ度、硬度、蒸発残留物、塩素イオン及びマンガンにつ

いては（一社）日本工業用水協会が定めた工業用水道供給標準値＊に適合していた。 

＊ 参考資料 「水質基準等及び試験方法一覧（p.15-11）」参照 

○濁度の年平均値は 0.1 度で、平成 30 年度（0.1 度）と同値であった。

○水素イオン濃度（pH 値）の年平均値は 7.3 で、平成 30 年度（7.2）と同程度であった。

○塩素イオンの年平均値は 17.1 mg/L で、平成 30 年度（17.3 mg/L）と同程度であった。

○硬度の年平均値は 40.4 mg/L で、平成 30 年度と同値であった。

○鉄イオンの年平均値は、平成 30 年度と同じく 0.01 mg/L 未満であった。

○マンガンの年平均値は 0.015 mg/L で、平成 30 年度（0.013 mg/L）よりやや増加した。
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２．配水幹線 

（１）概況

大庭浄水場系 13 地点、三島浄水場系 4 地点の合計 17 地点で年 4 回の頻度で試験を実施した

（参考資料「採水箇所一覧図 ３．工業用水道配水幹線（p.15-5）」参照）。 

その結果、供給水の水質は、大阪広域水道企業団工業用水道事業給水条例第 19 条（濁度 30

度以下、水素イオン濃度 6.0 以上 8.3 以下）に適合していた。また、濁度、水素イオン濃度

（pH 値）、アルカリ度、硬度、蒸発残留物、塩素イオン及びマンガンについては（一社）日

本工業用水協会が定めた工業用水道供給標準値*）に適合していた。 

*) 参考資料 「水質基準等及び試験方法一覧（p15-11）」参照 

１）大庭浄水場系

○濁度の平均値は 0.3 度で、平成 30 年度（0.2 度）と同程度であった。

○水素イオン濃度（pH 値）の平均値は 7.1 で、平成 30 年度と同値であった。過去 5 年間

で見ると、ほぼ横ばいで推移している。

２）三島浄水場系

○濁度の平均値は 0.1 度で、平成 30 年度（0.1 度）と同程度であった。

○水素イオン濃度（pH 値）の平均値は 7.4 で、平成 30 年度と同値であった。過去 5 年間

で見ると、ほぼ横ばいで推移している。
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